
④

編集／広報アイデア委員会　　発行／京田辺市農業委員会（京都府京田辺市田辺80） 電話／0774-64-1368 ホームページでもご覧いただけます。 京田辺市農業委員会 検索
カチッ①

20

16.3 発行

目  次目  次
農業委員会改革の概要「村」興戸地区／プレゼントクイズ／編集後記4ｐ視察研修報告／農地パトロール／米粉レシピ④／レモンサポーター募集

全国農業新聞を購読しませんか／農業者年金にはいりましょう中面 保存版①

　今年も、11月15日に開かれた京田辺市産業祭には多くの
人が集まりました。私たち農業委員会のブースに並べた商
品は、すべて100％京田辺産のお米です。前日に早朝から委
員総出でつくったおもち、それとさらさらになるまで製粉
した米粉、その場で焼いて甘い特製あまだれをかけた団子
を販売。毎年恒例の、つきたてお餅は人気で、たくさんの
人が行列をつくってくれました。女性委員としては、のう
ぎょう委員会だよりで紹介した米粉ういろうや米粉クッ
キーを用意し、実際に味見してもらえたり「レシピを見て
つくったらおいしかった」と言っていただけたのが嬉しかっ
たです。
　今後もみなさんへ京田辺の農業の良さを伝えられるよう
頑張っていきます。 （木村敬子委員）

祭

京
田
辺
市

米粉レシピで紹介したクッキー等を用意しました。

きょうたなべ

さ  ん　ぎょう　さ  い

産 業 祭
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13 興 戸 地 区 農 業 委 員

興 村 　義 久 　委 員

　 興 戸 地 区 は 、 京 田 辺 市 の ほ

ぼ 中 央 に 位 置 し て い ま す 。 地

区 の 中 心 に は 防 賀 川 が 流 れ 、

京 田 辺 を 縦 断 す る Ｊ Ｒ 線 と 近

鉄 線 が 農 業 地 域 と 住 宅 地 域 を

分 け た 立 地 に な っ て い ま す 。

　 昭 和 61 年 、 市 内 に 同 志 社 大

学 が 開 校 さ れ た こ と で 、 銀 行

や 学 生 マ ン シ ョ ン ・ コ ン ビ ニ な

ど も で き 、 劇 的 に 宅 地 開 発 が

進 み ま し た 。 若 い 世 代 も 増 え 、

今 で は 約 ９ ６ ０ 世 帯 ３ 千 ８ ０

０ 人 が 暮 ら し て い ま す 。

　 Ｊ Ｒ 線 よ り 東 側 は 約 80 戸 の

農 家 が 耕 作 す る 田 園 風 景 が 広

が っ て い ま す 。 以 前 は 、 多 く の

農 家 が 高 品 質 の 田 辺 ナ ス づ く り

に 携 わ っ て い ま し た が 、 市 の 開

発 が 進 む に つ れ 年 々 減 少 し 、 現

在 は 兼 業 農 家 が 増 え て い ま す 。

そ れ に 伴 い 、 手 間 の か か る ナ ス

か ら 比 較 的 作 り や す い 水 稲 へ と

作 付 け が 変 わ っ て い き ま し た 。

春 に な れ ば 、 一 部 の 農 家 は 同 大

学 の 北 側 を 覆 う 竹 林 で タ ケ ノ コ

を 収 穫 ・ 出 荷 し ま す 。

　 そ の 竹 林 に 囲 ま れ る よ う に 、

酒 造 り に 縁 が あ っ た と い わ れ

る 酒 屋 神 社 （ ＝ 写 真 左 上 ） が

鎮 座 し て い ま す 。 ハ イ キ ン グ

や 一 休 さ ん ウ ォ ー ク の 休 憩 場

所 に も な っ て お り 、 多 く の 方 々

が 立 ち 寄 ら れ ま す 。 境 内 の 広

場 で は 、 夏 は 盆 踊 り 、 秋 に は 区

民 運 動 会 や 秋 祭 り が 盛 大 に 行

わ れ ま す 。 初 詣 に は 、 そ の 名 の

通 り お 酒 や 甘 酒 が 参 拝 者 に 振

る 舞 わ れ ま す 。

　 市 街 化 が 進 ん だ 地 区 で 、 地

元 農 家 に と っ て 経 営 は 大 変 厳

し い で す が 、 一 致 団 結 し 、 地 域

の 農 業 を 守 っ て い か な け れ ば

な ら な い と 思 っ て お り ま す 。

タ ケ ノ コ も 採 れ る 京 田 辺 の 中 心 地

興
戸
地
区 興
戸

前
回
の
正
解
は

毎
月
１

で
し
た
！

●
当
選
者

M
･M
さ
ん
M
･N
さ
ん
S
･K
さ
ん

回

と
り
た
て
を
お
届
け
！

　
○
に
入
る
ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
の
う
ぎ
ょ
う
委
員
会
だ
よ
り
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
書
い

て
、
メ
ー
ル
・
郵
送
・
持
参
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

ク
イ
ズ
の
正
解
・
当
選
者
は
、
次
号
で
発
表
し
ま
す
。

応
募
期
限
＝
平
成
28
年
４
月
17
日（
日
）ま
で（
当
日
消
印
有
効
）

発
送
予
定
時
期
＝
同
28
年
５
月
頃

郵
送
先
＝
農
業
委
員
会
事
務
局

（
〒
61
0-
03
93
〈
住
所
不
要
〉、

　
　
：
no
ug
yo
@
ky
ot
an
ab
e.
jp
）

件
名
に
は
「
農
業
委
員
会
ク
イ
ズ
」

と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
柳
田
 正
廣

　
平
成
２７
年
６
月
、
玉
露
の
郷
と
し
て
飯
岡
丘

陵
の
茶
園
と
田
園
風
景
が「
京
都
府
景
観
資

産
」に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
機
に
、
飯
岡

地
区
だ
け
で
な
く
市
全
体
が
ひ
と
つ
と
な
り
、

特
産
で
あ
る
茶
産
業
の
活
性
化
は
も
ち
ろ
ん
、

農
業
の
人
手
不
足
・
担
い
手
の
育
成
や
荒
廃

農
地
の
解
消
な
ど
、明
る
い
京
田
辺
農
業
の
未

来
に
繋
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

農
地
の
貸
し
借
り
の
状
況
を
お
知
ら
せ

9
5
％
は
無
償
の
契
約
で
す
。

賃
貸
借（
有
償
）

58
筆

使
用
貸
借（
無
償
）

93
1筆

昨
年
の
農
地
の
貸
し
借
り
は

9
8
9
筆
あ
り
ま
し
た
。全
体
の

内
、約
9
5
％
が
使
用
貸
借

（
無
償
）の
契
約
で
す
。

　
京
田
辺
市
に
あ
る
農
地
の
貸

し
借
り
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。な
お
、賃
貸
借
の
契
約
を
結

ぶ
と
き
の
賃
借
料
は
、農
業
委
員

会
な
ど
が
定
め
る
も
の
で
は
な

く
、貸
し
手
と
借
り
手
の
話
し
合

い
で
決
め
ま
す
。農
地
の
貸
し
借

り
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、農
業

委
員
ま
た
は
事
務
局
ま
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
農
地
法
第
5
2
条
の
規
定
に
基
づ

い
た
、農
地
法
お
よ
び
農
業
経
営
基

盤
強
化
法
に
よ
る
貸
借
の
状
況

た
け
の
こ

名 3

農
地
部
会
が
行
う
農
地
の
確
認
活
動
は
？

今
号
の
ク
イ
ズ

農
地
　
ト
ロ
ー
ル

答
え

地
区
の
南
側
に
は
、

同
志
社
大
学
が
見
え
ま
す
。



農業の最新情報を提供する全国農業新聞の申し込み・農業者のための公的な年金制度である農業者年金の加入相談を随時受け付けています。お気軽に農業委員会事務局まで! ②③

農業

　今回のレシピは、お昼のおやつ
にぴったりな米粉パンケーキです。
米粉ならではのしっとり・もっち
り感を楽しんでください。
 （奥西和子委員）

作り方

第４回
使おう! 食

べよう!

米粉レシピ

①卵をボウルで混ぜ、砂糖を加える
②★を入れ、まぜる
③しばらく混ぜたら★をふるいにかけな

がら入れ、なめらかになるまで混ぜる

★

★

⎛
⎝

⎛
⎝

材  料（約10枚分）
卵
砂糖

米粉
ベーキングパウダー

牛乳
サラダ油
バニラエッセンス

２個
40g

200g

小さじ２〜３

150cc
大さじ２

適量

加入しませんか農業者年金
国民年金に上乗せする公的な年金制度です

豊かな老後生活のために

1.
2.
3.
4.
5.
6.

農業者なら広く加入できる
積立方式・確定拠出型で安定した年金財政
保険料の国庫補助
保険料は2万円から自由に選択可能
税制面で大きな優遇
80歳までの保証がついた終身年金

くわしくは農業委員会事務局まで

　
全
国
農
業
新
聞
は
、農
業
の
最
新
情

報
を
提
供
。農
業
全
般
の
情
報
や
地
域

の
明
る
い
話
題
な
ど
も
紹
介
し
、ご
家

族
や
非
農
家
も
楽
し
め
ま
す
。

■
毎
週
金
曜
日
発
行
■
B
3
版
8
〜

10
ペ
ー
ジ
■
月
額
7
0
0
円（
送
料
、

消
費
税
込
）■
購
読
の
お
申
し
込
み

は
、農
業
委
員
会
事
務
局
へ
■
発
行

所
：
全
国
農
業
会
議
所

家
族
・
非
農
家
も

楽
し
め
る
新
聞
で
す
。

何

④ホットプレートできつね色になるまで焼
いたらできあがり

農
業
委
員
会

?

うっすらきつね色レモンサポーター

●登録要件（連絡はメールで行います）
市内に在住し、メールアドレスを所有する人
レモン加工等の規格・立案への参画
草むしり等、軽作業の手伝い（任意）

【対　象】
【内　容】

米粉パンケーキ

農 業 委 員 会 活 動 報 告 管外
視察研修
儲かる農業を
目指す

農地
パトロール
S T O P
耕作放棄

　
農
業
委
員
会
で
は
「
儲
か
る
農

業
」
を
実
現
す
る
た
め
、
毎
年
管

外
へ
の
視
察
研
修
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
の
焦
点
は
「
農
産
物
の

加
工
方
法
」
で
し
た
。

　
一
件
目
は
、
岐
阜
県
で
野
菜
を

刺
身
の
つ
ま
な
ど
に
加
工
し
て
い

る
「
農
業
生
産
法
人
わ
か
ば
農
園

株
式
会
社
」
で
す
。
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
化
さ
れ
た
工
場
で
大
規
模

な
加
工
現
場
を
見
学
。
施
設
内
は

徹
底
さ
れ
た
衛
生
管
理
の
も
と
、

自
社
の
農
園
で
生
産
し
た
大
量
の

野
菜
が
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
で
流
れ

な
が
ら
加
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

野
菜
に
一
手
間
か
け
る
こ
と
で
付

加
価
値
を
生
み
出
す
現
場
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
二
件
目
は
、
関
市
で
ゆ
ず
を

使
っ
た
特
産
品
を
つ
く
る
「
か
み

の
ほ
ゆ
ず
株
式
会
社
」
を
訪
問
。

地
域
の
庭
木
で
あ
っ
た
「
ゆ
ず
」

に
着
目
し
、
限
ら
れ
た
条
件
で
加

工
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
数
々
の
困

　
12
月
18
日
、
農
業
委
員
で
構
成

す
る
農
地
部
会
が
主
体
と
な
り
、

市
内
の
農
地
が
適
正
に
耕
作
さ
れ

て
い
る
か
な
ど
を
確
認
す
る
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
確
認
し
た
の
は
、
昨
年
度

権
利
移
動
が
あ
っ
た
農
地
。①
市

外
在
住
の
人
が
取
得
し
た
京
田
辺

市
の
農
地
が
耕
作
さ
れ
て
い
る
か

②
農
地
転
用
（
農
地
を
農
地
以
外

の
用
途
に
利
用
す
る
た
め
の
手
続

き
）
を
行
っ
た
土
地
が
目
的
通
り

に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
す
。

　
耕
作
放
棄
が
起
こ
る
と
、
雑
草

が
繁
茂
し
て
優
良
な
農
地
に
種
が

飛
ん
だ
り
、
虫
の
発
生
や
鳥
獣
被

害
に
繋
が
っ
た
り
し
て
、
周
辺
の

農
地
に
多
大
な
影
響
が
出
ま
す
。

農
業
を
営
む
農
家
に
と
っ
て
は
収

穫
量
や
収
益
が
落
ち
る
な
ど
深
刻

な
状
況
に
繋
が
る
た
め
、
被
害
が

出
る
前
に
適
正
な
管
理
を
す
る
よ

レ
モ
ン
の
加
工
方
法
を
探
る

耕
作
放
棄
は
許
し
ま
せ
ん
！

nougyo@kyotanabe.jpでも受け付けます。くわしくは農業委員会または地区の農業委員までご連絡ください。

　農業委員会では、遊休農地を利用して未来の特産品
を生み出す「レモンプロジェクト」を進めています。今
年度、ついにレモンの果実がなり、来年度は利用方法を
検討する時期に入ります。そのため、果実加工のアイデ
アを一緒に考えていただくサポーターを募集します。

未来の特産品をつくろう！

難
を
乗
り
越
え
で
き
る
も
の
。
果

汁
だ
け
で
な
く
、
ゼ
リ
ー
や
ゆ
ず

こ
し
ょ
う
、
お
酒
の
リ
キ
ュ
ー
ル

な
ど
、
お
み
や
げ
に
最
適
な
商
品

を
幅
広
く
展
開
し
て
い
ま
し
た
。

　
京
田
辺
市
に
は
、
現
在
本
格
的

な
柑
橘
類
の
加
工
が
行
え
る
施
設

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
研
修
で

得
た
知
識
で
、
来
年
の
レ
モ
ン
収

穫
へ
向
け
た
果
実
の
加
工
方
法
を

模
索
し
て
い
き
ま
す
。

大募集

う
指
導
を
行
う
こ
と
が
重
要
で

す
。

　
部
会
員
は
対
象
と
な
っ
た
農
地

を
回
り
、
適
正
な
管
理
が
な
さ
れ

て
い
る
か
を
農
地
一
筆
一
筆
を
厳

し
い
目
で
確
認
し
ま
し
た
。

　
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
、
改
善
が

必
要
と
判
断
さ
れ
た
農
地
の
権
利

者
に
は
、
後
日
指
導
を
行
い
改
善

を
求
め
ま
す
。

コツクリームや小豆あんを
中に挟んでもおいしいですよ
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務
局
へ
■
発
行

所
：
全
国
農
業
会
議
所

家
族
・
非
農
家
も

楽
し
め
る
新
聞
で
す
。

何

④ホットプレートできつね色になるまで焼
いたらできあがり

農
業
委
員
会

?

うっすらきつね色レモンサポーター

●登録要件（連絡はメールで行います）
市内に在住し、メールアドレスを所有する人
レモン加工等の規格・立案への参画
草むしり等、軽作業の手伝い（任意）

【対　象】
【内　容】

米粉パンケーキ

農 業 委 員 会 活 動 報 告 管外
視察研修
儲かる農業を
目指す

農地
パトロール
S T O P
耕作放棄

　
農
業
委
員
会
で
は
「
儲
か
る
農

業
」
を
実
現
す
る
た
め
、
毎
年
管

外
へ
の
視
察
研
修
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
の
焦
点
は
「
農
産
物
の

加
工
方
法
」
で
し
た
。

　
一
件
目
は
、
岐
阜
県
で
野
菜
を

刺
身
の
つ
ま
な
ど
に
加
工
し
て
い

る
「
農
業
生
産
法
人
わ
か
ば
農
園

株
式
会
社
」
で
す
。
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
化
さ
れ
た
工
場
で
大
規
模

な
加
工
現
場
を
見
学
。
施
設
内
は

徹
底
さ
れ
た
衛
生
管
理
の
も
と
、

自
社
の
農
園
で
生
産
し
た
大
量
の

野
菜
が
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
で
流
れ

な
が
ら
加
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

野
菜
に
一
手
間
か
け
る
こ
と
で
付

加
価
値
を
生
み
出
す
現
場
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
二
件
目
は
、
関
市
で
ゆ
ず
を

使
っ
た
特
産
品
を
つ
く
る
「
か
み

の
ほ
ゆ
ず
株
式
会
社
」
を
訪
問
。

地
域
の
庭
木
で
あ
っ
た
「
ゆ
ず
」

に
着
目
し
、
限
ら
れ
た
条
件
で
加

工
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
数
々
の
困

　
12
月
18
日
、
農
業
委
員
で
構
成

す
る
農
地
部
会
が
主
体
と
な
り
、

市
内
の
農
地
が
適
正
に
耕
作
さ
れ

て
い
る
か
な
ど
を
確
認
す
る
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
確
認
し
た
の
は
、
昨
年
度

権
利
移
動
が
あ
っ
た
農
地
。①
市

外
在
住
の
人
が
取
得
し
た
京
田
辺

市
の
農
地
が
耕
作
さ
れ
て
い
る
か

②
農
地
転
用
（
農
地
を
農
地
以
外

の
用
途
に
利
用
す
る
た
め
の
手
続

き
）
を
行
っ
た
土
地
が
目
的
通
り

に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
す
。

　
耕
作
放
棄
が
起
こ
る
と
、
雑
草

が
繁
茂
し
て
優
良
な
農
地
に
種
が

飛
ん
だ
り
、
虫
の
発
生
や
鳥
獣
被

害
に
繋
が
っ
た
り
し
て
、
周
辺
の

農
地
に
多
大
な
影
響
が
出
ま
す
。

農
業
を
営
む
農
家
に
と
っ
て
は
収

穫
量
や
収
益
が
落
ち
る
な
ど
深
刻

な
状
況
に
繋
が
る
た
め
、
被
害
が

出
る
前
に
適
正
な
管
理
を
す
る
よ

レ
モ
ン
の
加
工
方
法
を
探
る

耕
作
放
棄
は
許
し
ま
せ
ん
！

nougyo@kyotanabe.jpでも受け付けます。くわしくは農業委員会または地区の農業委員までご連絡ください。

　農業委員会では、遊休農地を利用して未来の特産品
を生み出す「レモンプロジェクト」を進めています。今
年度、ついにレモンの果実がなり、来年度は利用方法を
検討する時期に入ります。そのため、果実加工のアイデ
アを一緒に考えていただくサポーターを募集します。

未来の特産品をつくろう！

難
を
乗
り
越
え
で
き
る
も
の
。
果

汁
だ
け
で
な
く
、
ゼ
リ
ー
や
ゆ
ず

こ
し
ょ
う
、
お
酒
の
リ
キ
ュ
ー
ル

な
ど
、
お
み
や
げ
に
最
適
な
商
品

を
幅
広
く
展
開
し
て
い
ま
し
た
。

　
京
田
辺
市
に
は
、
現
在
本
格
的

な
柑
橘
類
の
加
工
が
行
え
る
施
設

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
研
修
で

得
た
知
識
で
、
来
年
の
レ
モ
ン
収

穫
へ
向
け
た
果
実
の
加
工
方
法
を

模
索
し
て
い
き
ま
す
。

大募集

う
指
導
を
行
う
こ
と
が
重
要
で

す
。

　
部
会
員
は
対
象
と
な
っ
た
農
地

を
回
り
、
適
正
な
管
理
が
な
さ
れ

て
い
る
か
を
農
地
一
筆
一
筆
を
厳

し
い
目
で
確
認
し
ま
し
た
。

　
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
、
改
善
が

必
要
と
判
断
さ
れ
た
農
地
の
権
利

者
に
は
、
後
日
指
導
を
行
い
改
善

を
求
め
ま
す
。

コツクリームや小豆あんを
中に挟んでもおいしいですよ



④

編
集
／
広
報
ア
イ
デ
ア
委
員
会
　
　
発
行
／
京
田
辺
市
農
業
委
員
会（
京
都
府
京
田
辺
市
田
辺
80）

電
話
／
0774-64-1368

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
京
田
辺
市
農
業
委
員
会

検
索

カ
チ
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①
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今
年
も
、
11月

15日
に
開
か
れ
た
京
田
辺
市
産
業
祭
に
は
多
く
の

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
私
た
ち
農
業
委
員
会
の
ブ
ー
ス
に
並
べ
た
商

品
は
、
す
べ
て
100％

京
田
辺
産
の
お
米
で
す
。
前
日
に
早
朝
か
ら
委

員
総
出
で
つ
く
っ
た
お
も
ち
、
そ
れ
と
さ
ら
さ
ら
に
な
る
ま
で
製
粉

し
た
米
粉
、
そ
の
場
で
焼
い
て
甘
い
特
製
あ
ま
だ
れ
を
か
け
た
団
子

を
販
売
。
毎
年
恒
例
の
、
つ
き
た
て
お
餅
は
人
気
で
、
た
く
さ
ん
の

人
が
行
列
を
つ
く
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
女
性
委
員
と
し
て
は
、
の
う

ぎ
ょ
う
委
員
会
だ
よ
り
で
紹
介
し
た
米
粉
う
い
ろ
う
や
米
粉
ク
ッ

キ
ー
を
用
意
し
、
実
際
に
味
見
し
て
も
ら
え
た
り
「
レ
シ
ピ
を
見
て

つ
く
っ
た
ら
お
い
し
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
た
の
が
嬉
し
か
っ

た
で
す
。

　
今
後
も
み
な
さ
ん
へ
京
田
辺
の
農
業
の
良
さ
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。 

（
木
村
敬
子
委
員
）

祭

京田辺市

米
粉
レ
シ
ピ
で
紹
介
し
た
ク
ッ
キ
ー
等
を
用
意
し
ま
し
た
。

き
ょ
う
た
な
べ

さ
  ん
　
ぎ
ょ
う
　
さ
  い

産
 業
 祭

72
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３
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デ
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日

活
動
報
告

★
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興
戸
地
区
農
業
委
員

興
村

　義
久

　委
員

　
興
戸
地
区
は
、
京
田
辺
市
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
地

区
の
中
心
に
は
防
賀
川
が
流
れ
、

京
田
辺
を
縦
断
す
る
Ｊ
Ｒ
線
と
近

鉄
線
が
農
業
地
域
と
住
宅
地
域
を

分
け
た
立
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
61
年
、
市
内
に
同
志
社
大

学
が
開
校
さ
れ
た
こ
と
で
、
銀
行

や
学
生
マ
ン
シ
ョ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
な

ど
も
で
き
、
劇
的
に
宅
地
開
発
が

進
み
ま
し
た
。
若
い
世
代
も
増
え
、

今
で
は
約
９
６
０
世
帯
３
千
８
０

０
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
線
よ
り
東
側
は
約
80
戸
の

農
家
が
耕
作
す
る
田
園
風
景
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
以
前
は
、
多
く
の

農
家
が
高
品
質
の
田
辺
ナ
ス
づ
く
り

に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
市
の
開

発
が
進
む
に
つ
れ
年
々
減
少
し
、
現

在
は
兼
業
農
家
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
手
間
の
か
か
る
ナ
ス

か
ら
比
較
的
作
り
や
す
い
水
稲
へ
と

作
付
け
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

春
に
な
れ
ば
、
一
部
の
農
家
は
同
大

学
の
北
側
を
覆
う
竹
林
で
タ
ケ
ノ
コ

を
収
穫
・
出
荷
し
ま
す
。

　
そ
の
竹
林
に
囲
ま
れ
る
よ
う
に
、

酒
造
り
に
縁
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ

る
酒
屋
神
社
（
＝
写
真
左
上
）
が

鎮
座
し
て
い
ま
す
。
ハ
イ
キ
ン
グ

や
一
休
さ
ん
ウ
ォ
ー
ク
の
休
憩
場

所
に
も
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
方
々

が
立
ち
寄
ら
れ
ま
す
。
境
内
の
広

場
で
は
、
夏
は
盆
踊
り
、
秋
に
は
区

民
運
動
会
や
秋
祭
り
が
盛
大
に
行

わ
れ
ま
す
。
初
詣
に
は
、
そ
の
名
の

通
り
お
酒
や
甘
酒
が
参
拝
者
に
振

る
舞
わ
れ
ま
す
。

　
市
街
化
が
進
ん
だ
地
区
で
、
地

元
農
家
に
と
っ
て
経
営
は
大
変
厳

し
い
で
す
が
、
一
致
団
結
し
、
地
域

の
農
業
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

タ
ケ
ノ
コ
も
採
れ
る
京
田
辺
の
中
心
地

興戸地区

興戸

前回の正解は

毎月１ でした！

●当選者
M･MさんM･Nさん S･Kさん

回

とりたてをお届け！

　○に入るクイズの答えと、住所・氏名・年齢・電話番
号・のうぎょう委員会だよりへのご意見・ご感想を書い
て、メール・郵送・持参で応募してください。
クイズの正解・当選者は、次号で発表します。
応募期限＝平成28年４月17日（日）まで（当日消印有効）
発送予定時期＝同28年５月頃
郵送先＝農業委員会事務局
（〒610-0393〈住所不要〉、
　　：nougyo@kyotanabe.jp）
件名には「農業委員会クイズ」
と記入してください。

農業委員 柳田 正廣
　平成２７年６月、玉露の郷として飯岡丘
陵の茶園と田園風景が「京都府景観資
産」に登録されました。これを機に、飯岡
地区だけでなく市全体がひとつとなり、
特産である茶産業の活性化はもちろん、
農業の人手不足・担い手の育成や荒廃
農地の解消など、明るい京田辺農業の未
来に繋げていければと思います。

農地の貸し借りの状況をお知らせ

95％は無償の契約です。
賃貸借（有償）
58筆

使用貸借（無償）
931筆

昨年の農地の貸し借りは
989筆ありました。全体の
内、約95％が使用貸借
（無償）の契約です。

　京田辺市にある農地の貸
し借り状況をお知らせしま
す。なお、賃貸借の契約を結
ぶときの賃借料は、農業委員
会などが定めるものではな
く、貸し手と借り手の話し合
いで決めます。農地の貸し借
りについてのご相談は、農業
委員または事務局まで問い
合わせてください。

※農地法第52条の規定に基づ
いた、農地法および農業経営基
盤強化法による貸借の状況

たけのこ
名3

農地部会が行う農地の確認活動は？

今号のクイズ

農地　トロール答え

地区の南側には、
同志社大学が見えます。



Change！
農業委員会法
保 存 版 ① 平成28年

４月１日から
改正農業委員会法が
施行されます!

　本紙では、改
正案の主な内容
を数回に分けて
お知らせします。
のうぎょう委員
会だよりから抜
き取り、保存し
てください。

■お問い合わせ先　農業委員会事務局　☎64-1368

農地の所有者には、農地を適正に利用・管理する義務があります。（農地法）

改正されて何が変わる？
制度改正で、担い手への農地集積を促進
「農地等の利用の最適化の推進」とは
農地中間管理機構とは

1

2

3 裏面で説明



法定業務に！

農地を
守る！

農地中間管理機構とは

「農地等の利用の最適化の推進」とは

　地域の中心となる担い手に農
地の集積をすすめるため、都道
府県単位で設置された新たな公
的機関です。機構は、貸付けを
希望する農地所有者から農地を
預かり、借受けを希望する担い
手に貸付けます。

1貸し手から農地を借受けます
2担い手へ農地を貸付けます
3担い手が見つかるまで農地を
　 管理します
　  （※機構が受け付けた場合のみ）

4貸付け先が確実な時は、条件
　 の整備で行います

貸し手 借り手
農地の貸付け 農地の借受け

●高齢で農業をやめ
たいけど、農地は
守りたい

●農業を始めたいの
で、農地を借りたい

●相続した農地を誰
かに貸したい

●地域内の農地を借
りて規模を拡大し
たい

　「農地等の利用の最適化
の推進」とは、右の成果
を上げるために出し手農
家を訪問して農地中間管
理機構への貸付けを促す
などの掘り起こしや担い
手とのマッチングのため
の話し合いなどの活動を
行うことです。（農委法第
６条第２項）。

新たに農業経営を営
もうとする者の参入
の促進

農地等として利用す
べき土地の農業上の
利用の確保

農業経営の規模の拡
大、耕作の事業に供さ
れる農地等の集団化

※農業委員、農地利用最適化推進
委員には、秘密保持義務があり
ますので、職務上知り得た秘密
は在職中だけではなく退任後
も漏らしてはなりません。（農
委法第14条、第24条）。

※「農地中間管理事業の推進に関する法
律」に基づき、都道府県に１つ設置され
た機関。

担い手への農地利用
の集積の推進

耕作放棄の発生防止、
解消の推進

新規就農、企業等
の農業参入の支援

農地中間
管理機構

3

制度改正で、担い手への農地集積を促進
　改正農業委員会法では、担い手への
農地利用の集積・集約化、耕作放棄地
の発生防止・解消などはより積極的に
取り組むよう法定業務に位置づけられ
ました。

★農地の集積・集約
★耕作放棄の発生防止・解消

1

農地が
バラバラ

一体に
集団化

ポイント

2

がんばろう！


